
( 6月30日 号 )ひよこグループだより NO.１2

６月 主題 『 なんだろう 』

主はわたしたちを造られた。 詩篇１００篇３節

♡可愛いエピソード♡
ＭくんがＢブロックを両手に持って”カンカンカン”と音を鳴らして遊んでいました。その姿を目

の前で見ていたＴちゃん。するとＭ君が”やってみる～？”というようにＴちゃんにＢブロックを

手渡し、ＢブロックをもらったＴちゃんもＭくんを真似して”カンカンカン”と音を鳴らしていま

した。そしてまたＭくんが音を鳴らし・・次にＴちゃんが鳴らし・・とそのやり取りが数分続

き・・可愛らしい2人の世界に癒されました。まだ言葉は出なくても2人なりに思いが通じ合って

楽しそうな空間でした！

何の音かな・・！？

今週前半は天気のいい日もあり、園庭に出て遊ぶことが出来ました。高月齢の

子たちは歩行やハイハイで、低月齢の子たちはベビーカーに乗って外気浴をしま

した。園庭に出ると、車の通る音や飛行機が飛んでいる音、鳥の鳴き声など様々

な音が聞こえてきました。保育者が「車の音が聞こえるね！」「鳥さんの鳴き声

がするよ」などと声をかけると、周りをキョロキョロ・・。電線に停まっている

鳥を見つけた時には「あ！」と指差しして「鳥さんいたね！」と見つけたことを

喜んでいました。一つひとつの音に耳を澄ませながら、外ならではの自然物や動

植物に触れ、楽しんでいる所です♪

最近のひよこさんたちは砂場遊びが大好きです。初めて園庭の砂場に行った時

には砂の感触になかなか足をつけたがらない子もいましたが、数回砂場で遊んで

いくうちに慣れてきたようで、喜んで砂場で遊ぶようになりました。日に日に遊

び方がダイナミックになってきているところです。暑い日にはひんやりと冷たい

砂場が気持ちいいようで、砂の上を歩行やハイハイで移動し、感触を楽しんでい

ます。

保育者がスコップで砂をすくいカップに入れていると、高月齢の子たちは保育

者の真似をしてスコップで砂をすくおうとしていました。最初はなかなかうまく

出来なかった子たちも少しずつ上手になり、スコップで砂をすくうという動作を

繰り返し楽しんでいました。”すくう”という一つの動作でも子どもたちにとっては

楽しい遊びになることを改めて感じた瞬間でした。子どもたちの”出来た！”という

成功体験を一緒に喜びあっていきたいと思います。


